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◼HCLの基礎を学ぶ

◼HCLの入手およびインストール方法

◼HCLの使用法を習得する

このコースを修了すると次のことができるようになります



3

高度な機能

01
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03

基本事項

基本的な機能



4HCLの概要

H3C Cloud Lab(HCL)は、New H3C Comware V7プラットフォームをベースにした
ネットワークデバイスの学習 、 テストを行うために必要なツールであり 、 New
H3Cが開発した各種仮想デバイスのネットワーク化を可能にするグラフィカルイ
ンタフェースを備えた本格的なネットワークシミュレーションソフトウェアです。



5HCLの取得

H3C Cloud Lab(HCL)は公式Webサイトから直接入手できます。
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HCLのインストール - ホストの要件

ホストの要件

項目 内容 説明

中央処理装置

周波数:≧1.2GHz

カーネル数:≧2

VT-xまたはAMD-Vハードウェアのサポ
ートは仮想化である技術

HCLはVirtualBoxに基づいて実行されるため、ホストはバー
チャライゼーションテクノロジーをサポートする必要がありま
す。CPUモデルがバーチャライゼーションテクノロジーをサポ
ートしているかどうかは、公式のwebsiteで確認できます。イ
ンストール前にBIOSに入ってオンになっているかどうかを確
認してください。

メモリ 4GB以上

各ネットワークデバイスは仮想マシンに対応しているため、ト
ポロジネットワーク内に多数のデバイスが存在する場合は、メ
モリに対する要件が非常に高くなります。メモリ容量を8G以上
に拡張することを強く推奨します。

ハードディスク 80GB以上

オペレーティングシ
ステム

Windows 7以上



7HCLインストール - VirtualBoxのインストール

• Choose Components画面では、H3C Cloud Labの選択が必須です。

• HCLはVirtualboxシミュレータに基づいて実行されます。ユーザーが

Virtualboxをインストールした場合、ここではVirtualbox-5.1.22コンポーネ

ントをインストールしないことを選択できます。そうでない場合は、このコ

ンポーネントをインストールすることを選択してください。

• 自己インストール型VirtualBoxシミュレータのバージョンは5.1.22以上であること。バージョンが5.1.22未満の場合は、
HCLをインストールする前にシミュレータをアンインストールしてください。

• インストールされているVirtualBoxシミュレータのバージョンが5.1.22以上の場合、図に示すChoose Components画面
はスキップされます。バージョン5.1.22が推奨されます。

• VirtualBoxシミュレータがインストールされていない場合は、デフォルトでインストールされます。
• Virtualboxシミュレータの制限により、VirtualBoxのインストールパスは英語以外の文字を含まないものとする。



8HCLインストール - リペアおよびアップグレード

ソフトウェアの使用中にファイル、ショートカットおよび登録エントリが消失または破損した場合は、インストール
パッケージを使用して修復できます。HCLインストールパッケージをダブルクリックして修復手順を起動し、初期イ
ンタフェースでNextをクリックして図に示すRepair installationインタフェースを入力します。修復アイコンまたは
Repairをクリックして修復インストールを起動します。

HCLではアップグレードインストールをサポートしています。新規インストールパッケージのリリース後に旧バー
ジョンのHCLをアンインストールする必要はありません。かわりに、ユーザーは新規インストールパッケージを直
接ダブルクリックしてアップグレードインストール手順を起動できます。



9HCL - 言語を変更する
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HCLメインインターフェイス

- タイトルおよびメニュー

- デバイス名インタフェース

- ワークベンチ

- キャプチャインタフェースリ
スト

- トポロジの概要

- ステータスバー



11

HCL設定

• HCLでは、デバイス間の通信にUDPポ
ートNo.10000～60000を使用します。

• プロジェクトパスを設定します。

• WireSharkのパスを設定した後、HCLに
よってWireSharkを呼び出してキャプチャ
ファイルを表示できます。



12HCL設定

• WireSharkのパスを設定した後、
HCLによってWireSharkを呼び出

してキャプチャファイルを表示でき
ます。

• CLIのシングルウィンドウモードお
よびマルチウィンドウモードの設定
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HCL設定

• ルーター、スイッチ、およびファイアウ
ォールのシステムバージョンを設定し
ます。



14

高度な機能
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基本事項

基本的な機能



15プロジェクトの新規作成、保存、エクスポート、および削除

• New Project:プロジェクト名は、最大20文字の文字、数字およびア
ンダースコアで構成されます。その他の文字は無効です。無効な文
字または余分な文字はブロックされます。Windowsディレクトリでは
大文字と小文字は区別されないため、大文字は自動的に小文字に
変換されます。

• Save Project: プロジェクトファイル、キャプチャディレクトリなどを含
むフォルダの形式でプロジェクトが保存されます。

• Export Project: Export Project機能を使用すると、プロジェクトのす
べての設定をhclファイルにエクスポートして、完全に作成されたプ
ロジェクトを容易に発行できます。netおよび.hcl形式のファイルは、
HCLソフトウェアで開くことができます。

• Delete Project: Delete Projectコマンドのショートカットボタンはあり
ません。ショートカットボタンをクリックできるのは、メニューのドロッ
プダウンからのみです。ポップアップウィンドウのプロジェクトアイコ
ンをダブルクリックして、プロジェクトを削除します。

New Project、Open Project、Save Project、およびExport Project



16
デバイスの追加と名前の変更

• 左側のDevice Nameインタフェースでデバイスを

選択し、デバイスアイコンにカーソルを合わせると、
デバイスの基本情報が表示されます。

• 1つのデバイスを追加する: アイコンをワークベン
チで単一のデバイスを追加します。

• 連続して追加: アイコンをクリックしてからワークベ

ンチをクリックすると、デバイスが継続的に追加さ
れます。

• 名前の変更をする場合、デバイスの電源を切った
状態で行う必要があります。
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デバイスの構成

• 図をクリックすると、拡大表示されます。

• デバイスが占有しているメモリは変更できますが、512Mの占有メモリは変更しないことをお勧めしま
す。特に、使用量が減少すると、一部のプロセスが開始しない場合があります。
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リンク

• リンクするインタフェースを手動で選択します。

• ユーザーはデバイスを直接右クリックして選択します

• マウスカーソルが十字形になったらデバイスは再びリンクするイ
ンターフェイスを選択します。

• リンクするインタフェースを自動的に選択します

• ユーザーは、Device Nameインタフェースで必要なリンクのタイ
プを検索し、リンクに対応するデバイスを選択することもできま
す。

• 各デバイスの最大リンク数は7です。

• リンクを右クリックして削除します。
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装置の起動

コマンドラインを右クリックして端末を起動するか、
起動したデバイスをダブルクリックしてコマンドラ
インを開き、操作を開始できます

装置全体の起動: ショートカット操作で対応するアイコンをク
リックすると、全装置が起動します。

単一装置の起動: デバイスを右クリックして起動を選択しま
す
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トポロジの概要

デバイスを右クリックして、ノードの構成、起動、削
除を行います。

インタフェースを右クリックして、リンクをキャプ
チャーして削除します。
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キャプチャー
• トポロジグラフのリンクを右クリックするか、トポロジサ
マリーのリンクを右クリックしてキャプチャーを開始しま
す。

• キャプチャーインタフェースは、キャプチャーインタフェ
ースリストに表示できます。右クリックしてキャプチャー
を停止し、直接Wiresharkを呼び出してキャプチャーを表示
し、キャプチャーファイルをエクスポートします。

• Wiresharkを表示するためのメッセージは
リアルタイムではありません。
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パーソナルコンピュータ

• pingのような単純なものしかありま
せん。

• IPは構成可能です。
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DIYデバイス

• インタフェースは次のとおりであ
る必要があり連続して配置されま
す。

• ドラッグしてインタフェースを追

加または削除します。

• インタフェースの編集

• デバイスタイプ名

• デバイスタイプのオペレーション

• デバイスタイプリスト
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物理ネットワークにアクセスするための仮想デバイスの構成 -HostOnly

• VirtualBoxホスト専用ネットワークインタ
フェースカードは、VirtualBoxによって生
成された仮想NICです。

• NICとポートを同じネットワークセグメント
内で相互通信用に設定します。

• Host-Onlyは、仮想マシンがホストまたはホス

トと同じネットワークセグメント内の他の仮
想マシンとのみ相互通信できることを意味し
ます。



26
仮想ネットワークの設定

アクセス物理ネットワーク-ブリッジング

• ポートをホストの物理NICにリンクすると、デバイス

は自動的に物理NICにリンクされた物理ネットワー

クにポートをブリッジします。

• ブリッジングを使用すると、仮想デバイスを物理ネッ

トワークにリンクして、テストでFTP、IIS、iMc、

RADIUS、TACACS、SANなどの物理サーバと連携

させることができます。
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リンクのための仮想ネットワークの構成

• 対応する端末のIPおよびプロジェ

クト名を設定します。

仮想デバイスとRemoteをリンクし、同じトン

ネル名を設定します。

同じトンネルの両端にそれぞれリンク

する2つのポートは、直接リンクされて

いると見なすことができます。大規模な

ネットワークシミュレーションに便利で

す。
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グラフィックレンダリング

• この後に、インタフェースの表示、デバイス名、グリッド、ズームイン、ズーム
アウトが続きます

• 次に、文字、長方形、楕円、およびスクリーンショットを追加。

• メニューバーで表示階層を選択できます。
• 複数のグラフィックスを同時に選択して右クリックして水平方向または垂直方
向の位置合わせを実現します。

• グラフィックスを右クリックして、色、塗りつぶし、および線分を修正
します。

• 仮想デバイスの階層範囲は1～99です。コメントとグラフィックの階層

範囲は-9～99です。階層数が負の場合、コメントとグラフィックは移

動できません。

• ワークベンチには、デフォルトの階層を使用してさまざまなタイプの
オブジェクトが最初に追加されます。
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• この後に、設定、コマンドラインクエリー、およびヘルプが続きます。

• コマンド検索の機能は比較的便利で、V7バージョンではコマンドラインを直接検索できます。

• コマンドラインクエリーの機能はあくまで参考のためであり、実際の物理デバイスは基本的に製品の
構成に基づいて決定されます。

拡張機能
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よくある質問

◆システムのユーザー名に非ASCII文字が含まれている場合、HCLは開始されません。システム
のユーザー名のすべての文字がASCII文字であることを確認してください。

◆管理者として実行モードでHCLを起動すると、HCLをダブルクリックして起動したときに
HCLが起動しないという問題が発生する場合があります。管理者として実行モードでHCLを
起動しないでください。上記のモードを適用した後にHCLを起動できない場合は、PCを再起
動することで解決できます。

◆仮想デバイスの操作中にリンクが削除および追加されることが繰り返されるインターフェイ
スが発生する可能性があります。ネットワークがリモートを経由してPCと交差する場合、こ

の問題が発生する可能性は高くなります。この問題を解決するには、デバイスを停止してか
ら再起動します。

◆インストールの完了後に、ユーザがインストールディレクトリの下のファイルを削除/移動/変
更した場合、HCLが正常に起動しないことがあります。

◆ファイアウォールやウイルス対策ソフトウェアのメッセージフィルタリング機能がオフにな
っていない場合、仮想マシンとホスト間、またはPC間の通信は失敗します。
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よくある質問

◆VirtualBoxマネージャーを介してHCLで作成された仮想マシン(ブリッジングネットワークインタフェ
ースカード、起動、停止仮想マシンなど)をユーザーが操作すると、誤動作が発生します。仮想マ
シンを操作しないことをお勧めします。VirtualboxマネージャなどのHCL以外のインターフェイスを
介してHCLによって作成されます。

◆Windowsホストの「User Account Control Setting」の通知レベルが「Never Notify」に変更されて
いない場合、仮想マシンは正常に起動されません。この時点で、「User Account Control Setting
」の通知レベルを「Never Notify」に変更する必要があります。

◆仮想マシンのシステム時間はホストのシステム時間と同期されません。一般に、仮想マシンのシ
ステム時間はホストのシステム時間よりも遅くなります。

◆VirtualBoxが英語以外のパスにインストールされている場合、仮想マシンは正常に起動されませ
ん。

◆ホストのVT-xまたはAMD-V機能が有効になっていない場合、仮想マシンの動作は遅くなります
。仮想マシンのHCLはこの機能に依存します。この機能がないホスト上ではHCLを操作しないこ
とをお勧めします。



www.h3c.com
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